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「図書館は私の心の故郷」      新宮町 井口 勝夫 

 

私と図書館との出会いは、小学校２、３年の頃である。当時住んでいた台湾高雄の

寿山
ことぶきやま

の麓にあった図書館に通い、そこで『冒険ダン吉』や『のらくろ』、『家なき子』、

『曽我兄弟』などの絵本を読んで楽しかった記憶がある。難しい字が読めるようになる

とともに『子供の四季』や『路傍の石』等を手にするようになった。 

寿山は今は公園になっていて、旅行会社のツアーの観光ルートになっており、その名

を目にすると、いつも往時の事が思い出される。山にへばりついた建物であったので、

ガラス窓の間際までリスがチチチと鳴きながら木に登ったり、下りたりしていたのが懐

かしく思い返される。 

内地に帰ってからは、山崎町の図書館にあった『明治大正文学全集』や『ああ無情』、

『水滸伝』など色々な本を開いて読んだ。自分は言語障害のためもあって子どもの時か

ら人と言葉を交わし合う事がなかったので、自然に本の世界に入っていったように思う。 

新宮町に図書館が建つまでは、仕事帰りに姫路の図書館へよく寄っていた。だから町

内に図書館ができた時は本当に嬉しかった。昔、ラジオで放送された日曜名作座や私の

本棚で放送されていた名作を読みたいと、司書の方にお願いして他市の図書館よりそれ

を取り寄せてもらったこともあった。また先日は、私が幼いころ、

母がお手玉をしながら口ずさんでいた唄「田
た

道間
じ ま

守
もり

」の歌詞をネ

ットで調べて、それを紙に書いてくださったのを嬉しく読んだ。

その時の母の姿を偲びながら。 

詩人 福士幸次郎さんは「いつの日か世を去る時、ありがとう

と言いましょう。」と述べておられたが、私も図書館に「ありが

とう」を言わせてもらいたい気持ちです。 

 

※『読書と私』は図書館の利用者に執筆していただいています。 井口勝夫さん作の干支のちりめん細工 
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本棚・１１２ 

『となりの野生動物』 高槻 成紀 著 ベレ出版  

 

全国の山村には、イノシ

シの駆除を求める江戸時代

の嘆願書が無数に残されて

いる。だが、駆除が行われ

ても、多くの場合焼け石に

水であったという。業を煮

やした農民は、田畑を土塁

や石垣で囲った。これを「イ

ノ垣」や「シシ垣」といい、集落全体を囲んだ

ものや、山を越える長いものもあった。 

イノシシは実に頭がよく、状況把握能力に優

れ、臨機応変に行動を変えることができる。あ

るメスイノシシは子連れで農地に近づき、子ど

もを先に行かせて安全を確認した上で侵入した

という。運動能力にも優れ、高さ 1.1メートル

の障害物を飛び越え、鼻で６０キロの物を持ち

上げることができる。 

通常大型の動物は、食物が大量に必要なため、

行動範囲が広くなる。クマやカモシカが奥山に

いるのはこのためである。一方、里山では農民

が自衛のために、動物を捕まえたりする機会が

多く、繁殖力が低い動物は棲みづらい。しかし、

イノシシは、栄養価の高い食物を好んで食べる

性質から、高栄養の農作物を求め里山に棲もう

とする。しかも他の有蹄類や大型肉食獣とは異

なり多産のため、駆除してもなかなか減らない。

こうして、イノシシは里山にいる例外的に大き

い動物として、古来日本の農民を悩ませ続けて

きた。 

本書ではイノシシの他にも、タヌキやシカな

ど、身近な野生動物が紹介されている。昨今の

野生動物の問題に関して著者は、「豊かな社会故

の野生動物への無関心」と「テレビ経由の観念

的な自然保護思想」の二極化を危惧し、野生動

物それぞれの生活があることを知り、動物たち

の存在を尊重する気持ちを持つべきだと訴える。

我々の「隣人」でもある野生動物を知るための

足がかりとしてほしい１冊。 

（御津図書館 西田）
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たつの市制１０周年記念事業  

御津図書館読書講演会   
作家・中居真麻氏講演 「表現という橋を渡ること」 

姫路・たつのを中心とした播磨で活動され、御津を舞台 
にした小説も発表されている作家、中居真麻氏に小説に
まつわる素敵なお話を伺います。 
【日時】３月１３日（日）午後２時～３時３０分 
【場所】御津図書館 【対象】一般 
【定員】５０名（要申込・先着順） 
【申込】 御津図書館（電話可）※２月２０日（土）受付開始 

『アキノイサムの世界』 原画展・講演会 
絵本『たこなんかじゃないよ』の原画を鑑賞しよう！ 
秋野 亥左牟氏の奥様で絵本作家である秋野和子氏に 
お話を伺います。お楽しみに！ 

原画展：３月２日（水）～１５日（火）揖保川図書館 フロア 

講演会：秋野 和子氏 
【日時】３月１３日（日）午後２時～３時 
【場所】アクアホール（２階 第３会議室）  
【定員】２５名（要申込・先着順） 
【申込】 揖保川図書館（電話可）※２月５日（金）受付開始 

町ぢゅう美術館関連事業  
世界に限定３３部の貴重本 「Michelangelo:La Dotta Mano」 公開 
【日時】２月６日（土）・７日（日）午前１１時～午後３時 【場所】龍野図書館２階展示室 

美術協会作品展 
【日時】２月２日（火）～７日（日）午前１０時～午後６時 ７日のみ午後４時まで 
【場所】龍野図書館２階研修室 

ミケランジェロ   ラ  ドッタ   マーノ 

華道～バレンタインのお花を生けよう！         ＳPレコードコンサート  珠玉の名曲をあなたに 

お花の生け方を教えてもらって、バレンタインのかわい   希代の銘機である“クレデンザ”と“ＨＭＶ１９４”に 
いお花を生けてみよう！                 よるＳＰレコードコンサートをおこないます。 

【日時】２月１３日（土）午後２時～３時３０分          【選曲とお話】福島 繁博氏 
【場所】 新宮図書館 研修室                  【日時】２月１４日（日）午後１時３０分～３時３０分 
【対象】５歳以上のお子さんと保護者                【場所】 新宮図書館 研修室  
【定員】１６組（要申込・先着順）                【対象】 大人（中学生以上） 
【参加費】５００円 【持ち物】色マジック・タオル        【定員】５０名（要申込・先着順） 
【申込】 新宮図書館（電話可）                 【申込】新宮図書館（電話可） 
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おすすめする子どもの本・116   

『まほうつかいのノナばあさん』  

トミー・デ・パオラ ぶん・え ゆあさ ふみえ やく ほるぷ出版 

 昔、カラブリアという町に、魔法使いの

ノナばあさんが住んでいました。ある時、

家事や畑仕事の手伝いに、アンソニイを雇

いました。しかし、スパゲッティをゆでる

釜にだけは決して触らないように言い聞か

せました。 
 ある日、ノナばあさんが釜の側で歌うと、

あっという間に釜は煮え立ち、スパゲッテ

ィでいっぱいになるのをアンソニイは見て

しまいました。そして、ノナばあさんが友

達に会いに出かけて行くことになると、チ

ャンスとばかりに、釜の側でおまじないの

歌を試してみました。すぐに、釜は煮え立

ち、スパゲッティがどんどん出てきました。

そこで町中の人を呼んで、一人残らずお腹

いっぱいにさせました。ところが、アンソ

ニイはおまじないを最後まで見ていなかっ

たので、スパゲッティは町中に溢れ出し、

皆は追いかけられて

あちこち逃げ回りま

した。そこへノナば

あさんが帰ってきて、

釜に３回キスをしま

すとスパゲッティは

止まりました。町の

人達は、アンソニイをしばり首にしようと

しますが、ノナばあさんはそれよりもふさ

わしいおしおきを言いつけました。 
 温かみのある絵が、古くからあるイタリ

アのお話の雰囲気を伝え、スパゲッティが

町中に溢れ出す展開にはらはらします。ま

た、最後のページでは、おしおきで町中に

溢れたスパゲッティをすべて食べたポッコ

リお腹のアンソニイの姿に笑みがこぼれま

す。読んでもらうなら４歳くらいから。 
（揖保川図書館 竹内）

 
『ふしぎの国のアリス』 ルイス・キャロル 作 生野 幸吉 訳 福音館書店 

 
川辺に座っていたアリスのすぐそばを、

チョッキを着た白ウサギが走っていきまし

た。ポケットから懐中時計を取り出し、「あ

あ、たいへんだ、たいへんだ。おくれてし

まうぞ！」とつぶやくウサギに驚いたアリ

スは、思わず後を追って大きな穴の中に飛

び込みました。 
それは地球を突き抜けるほどの深い穴。 

穴の底には部屋があり、「私をお飲み」と書

かれた飲み物が置いてありました。それを

飲むとアリスの体は小さくなり、「私をお食

べ」とあるお菓子を食べると、今度は天井

につっかえるほど大きくなってしまいまし

た。 
その後もアリスにおこる出来事は、おか

しなことばかりでした。 
抱っこしていた赤ちゃんはいつの間にか

ブタに変わり、森で出会った三月ウサギと

帽子屋と眠りネズミは、終わることのない

ティー・パーティを続けています。 
また、空中に

浮かびあがった

り消えたりする

チェシャ・ネコ、

すすり泣きなが

ら身の上話をす

るニセ海ガメな

どが、次々とアリスの前に現れます。 
 奇妙なことばかりの「ふしぎの国」は、

ユーモアとナンセンスの魅力に満ちていて、

アリスと共に風変わりな出来事を体験する

楽しさを存分に味わえます。 
登場人物を見事に表現した秀逸な挿絵は、

物語と分かちがたく、深い印象を残します。 
 小学４年生くらいから。 

（御津図書館 岡村） 
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館 名 行 事  対 象(上段）・ 時 間（下段） ２月の予定

●えほんのじかん　  1～３歳児、保護者  １３日・２０日

　第２・第３土曜日（11時～11時20分）  『おててがでたよ』 他

子どもの本を読む会  一般　※会場が変更になっています  ４日

　第１木曜日（10時～11時30分）  『ふたりのロッテ』　エーリヒ・ケストナー 著

　読書会  一般  １２日

　第２金曜日（10時～11時30分）  『寄り添って老後』　沢村 貞子 著

●えほんのじかん　  ２～４歳児、保護者  ８日・２１日

  第２月曜日・第３日曜日

                      （11時～11時20分）

 ５歳児～  ６日・２０日・２７日
（※１３日は行事のためありません）

　毎週土曜日（10時15分～10時45分）  『はたらきもののじょせつしゃけいてぃー』他

●えほんのじかん　  ３～５歳児、保護者  １３日・２０日

　第２・第３土曜日（10時30分～10時50分）  『てぶくろ』 他

■おはなしのじかん  小学生以上  １３日・２０日

　第２・第３土曜日（11時～11時30分）  「世界でいちばんきれいな声」 他

　読書会  一般  １９日

●えほんのじかん　  １歳～４歳児、保護者  １４日・２１日

  第２・第３日曜日（11時～11時20分）  『おおきなかぶ』 他

 ５歳児～  １４日・２１日

  第２・第３日曜日（11時30分～11時50分）  『あひるのピンのぼうけん』 他

　読書会  一般  １７日

　第３水曜日（13時30分～15時30分）
 『かわいい自分には旅をさせよ』
　　　　　　　　　　　　  浅田 次郎 著

　古文書を読む会  一般  １３日

　第２土曜日（13時30分～15時30分）  古文書の解読

　御津図書館

　℡（０７９）
　３２２－１００７

       各館の行事予定 ※詳細は各館へお問い合わせください。

 揖保川図書館

　℡（０７９１）
　７２－７６６６

　新宮図書館

　℡（０７９１）
　７５－３３３２

■おはなしのじかん

 『おおきなかぶ』 他

　龍野図書館

　℡（０７９１）
　６２－０４６９

　第３金曜日（10時～12時）  『スウ姉さん』  エレナ・ポーター 著　
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